
番号 協働事業 時期 大学・企業名 学部等
教職員名等
（敬称略）

具体的な連携実績の内容 関係部署・団体等 備考

1
市制施行60周年お知らせハ

ガキ送付事業
５月～７月 摂南大学 理工学部住環境デザイン学科

榊　愛
平田　梨紗

近隣市や協働・共創の観点から本市にご協力いただいている民間事業者等
に60周年のお知らせハガキを秘書課で送付する際に、摂南大学にＡＲマー
カー（QRコード）を作成いただき、周年を迎えたことや感謝の気持ち、また、門
真市のこと等を効果的にＰＲすることができた。

企画財政部
　秘書課

2

摂南大学ソーシャル・イノ
ベーション副専攻課程配当
科目「北河内を知る」におけ
る講師派遣

10月 摂南大学
法学部法律学科

全学教育機構

増田　知也

香西
川﨑

摂南大学ソーシャル・イノベーション副専攻課程配当科目「北河内を知る」に
おいて、市の地方創生に係る取組に関し講義を実施。

企画財政部
　企画課

3
枚方信用金庫（大和田支
店・門真東支店）でのチラシ
ラック設置

通年 枚方信用金庫 ― ―
枚方信用金庫（大和田支店・門真東支店）にチラシラックを設置し、市政やイ
ベント等について情報周知を行った。

企画財政部
　魅力発信課

4
門真市内郵便局（13局）で
のチラシラック設置

通年 門真市内郵便局 ― ―
門真市内郵便局（13局）でのチラシラックを設置し、市政やイベント等につい
て情報周知を行った。

企画財政部
　魅力発信課

5

①門真市情報公開審査会
②門真市個人情報保護審
査会
③門真市行政不服審査会

通年 摂南大学 法学部 小野　晃正
①門真市情報公開審査会、②門真市個人情報保護審査会及び③門真市行
政不服審査会の委員として従事していただいた。

総務部
　総務課

門真市情報公開審査会　任
期（令和４年12月27日から令

和６年12月26日まで）
門真市個人情報保護審査会
任期（令和４年12月27日から

令和６年12月26日まで）
門真市行政不服審査会　任

期（令和４年４月１日から令和
６年３月31日まで）

6
門真市オリジナルナンバー
プレートデザイン調整及び
発行広報協力

４月
５月
７月
８月

大阪樟蔭女子大学
化粧ファッション学科

くすのき地域協創センター

森　優子

春木　智仁

・市制施行60周年記念事業の一環として、令和５年度に原動機付自転車の
オリジナルナンバープレートを作製するにあたり、デザイン案等の調整をして
いただいた。
・オリジナルナンバープレートに関する、デザイン決定者への取材等にご協
力いただいた。
・オリジナルナンバープレート交付に関し、周知活動にご協力いただいた。

総務部
　課税課

7
大阪国際大学　経営経済学
部　授業における講師派遣

７月 大阪国際大学 経営経済学部経済学科 小竹森　晃

まちづくりにおける「地域協働」について、学生の学びを深化させることを目
的として、実際に市民や市民活動団体などとの協働を通じ、行政サービスを
提供している地域政策課職員を講師として派遣し、講義を行うとともに学生と
の意見交換を行った。

市民文化部
　地域政策課

8
大学連携推進に関する市職
員研修（動画作成）

８月 大阪信愛学院大学

地域連携室　大学教育学部

しんあい教育研究ケアセンター教育
学部

しんあい教育研究ケアセンター看護
学部

髙井　明徳
足髙　壱夫

齊藤　誠一

阪上　由美

新たな視点での連携や中長期的な連携の創出による大学・市双方の発展に
資することを目的に、連携事業に携わる大学関係者を講師として、大学連携
に関するメリット等を講義いただき、市職員の新たな気づきにつなげるために
実施。
多くの職員が受講できることや職員がいつでも視聴できるという観点から、対
面式の研修ではなく、動画作成にご協力いただき、動画視聴という形で職員
研修を実施した。

市民文化部
　地域政策課

講師謝礼金　20,000円

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

住友生命保険相互会社 ― ―
ふるさと門真まつり実行委員会にご参画いただき、景品等についてご協賛い
ただくとともに、ボランティアとしてイベントの運営や場内清掃にご協力いただ
いた。

摂南大学
現代社会学部
FAL（フィールド型アクティブ・ラーニ
ング）

堀田　裕子
岩井　八郎

摂南大学現代社会学部ＦＡＬとして、ふるさと門真まつり実行委員会にご参画
いただき、第５回ふるさと門真まつりでは当日のイベント運営や場内清掃、翌
日の片づけにご協力をいただいた。
また、第６回ふるさと門真まつりでも実行委員会にご参画の上、学生から企
画のご提案をいただき、当日に向け準備を進めていただいている。

10
門真はすはな中学校区地
域会議防災講演会

11月 摂南大学 理工学部住環境デザイン学科 榊　愛

【みんなで助け合い。みんなで地域を守る。】をテーマに門真はすはな中学校
区の住民向けに防災講演会を開催。
「地震への備えと心構え」「災害発生時の自助・共助」「通学路に潜むキケン」
などの内容で講義いただき、校区の地図を見ながら避難経路などを確認し
た。地域住民の方と一緒に地震などの災害時の心得や自助・共助に関する
知識を学んだ。また、日頃の備えと地域のつながりの大切さを学ぶことがで
きた。

市民文化部
　地域政策課
（門真はすはな中学
校区地域会議）

講師謝礼金　20,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門真市における連携大学・企業との協働事業活動実績（令和５年度分）　　　　　　　　　　　　　　市民文化部地域政策課

ふるさと門真まつりにおける駐輪場での案内・整理にボランティアとしてご協
力いただいた。

ふるさと門真まつり実施事
業

８月9

市民文化部
　地域政策課
（ふるさと門真まつり
実行委員会）
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11
門真市立市民公益活動支
援センター指定管理者候補
者選定委員会委員

７月
８月
10月
12月

追手門学院大学 地域創造学部地域創造学科 藤原　直樹

市民等が営利を目的とせず、自発的かつ自主的な社会貢献活動を支援し、
行政との協働を促進することにより、活力ある地域社会の実現に寄与するた
め、市民公益活動団体等の活動拠点を提供する施設として門真市立市民公
益活動支援センターを設置しており、同センターをより効果的・効率的に管理
運営を行うため、学識経験を有する者としてご意見をいただき、指定管理者
候補者を選定いただいた。

市民文化部
　地域政策課

委員報酬
8,400円/回
（源泉徴収あり）

10月 大阪国際大学

経営経済学部経済学科

地域協働センター

村上　敬進
花木　完爾
宇野　伸孝

池田　寛之

経済学科の3年次合同セミナーにおいて、市内製造業者４者とともに講師とし
て出席し、本市が協力する広域オープンファクトリーイベント「FactorISM」を
テーマに、オープンファクトリーや参加する企業の思いなどを知ってもらい、
学生との意見交換を行った。

令和６年度においても、学生
のオープンファクトリーへの参
加や出前講義について計画さ
れているため、今後打合せを
実施予定。

通年 摂南大学 現代社会学部 堀田　裕子

現代社会学部で実施されるフィールド型アクティブ・ラーニング（FAL）の令和
６年度プロジェクトとして取扱ってもらうためオープンファクトリーやFactorISM
について説明を行い、先生が学校に提出するFAL提案書の作成について助
言等を行った。

令和６年度は、担当が堀田先
生から加戸先生に変更。令和
６年度のFALのプロジェクトの
一つとして取扱っていただく。

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

大阪国際大学 人間科学部 西岡　敦子

追手門学院大学 地域創造学部 山本　博史

大阪国際大学 経営経済学部経営学科 横山　誠

大阪樟蔭女子大学 学芸学部ライフプランニング学科 萩原　雅也

18

門真市スポーツレクリエー
ション事業（かどま市スポー
ツ・レクリエーションフェス
ティバル2023）

５月～３月 大阪国際大学

経営経済学部経営学科

短期大学部幼児保育学科

地域協働センター

横山　誠

玉井　久美代

池田　寛之
土屋　智子

かどま市スポーツ・レクリエーションフェスティバル2023で学生ボランティアの
募集をしていただき、イベント当日は２名の陸上部の学生に走り方教室をお
手伝いいただいた。（玉井　久美代氏、地域協働センターとの連携）
また、令和５年度門真市生涯スポーツ推進協議会総会に出席いただいた。
（横山　誠氏との連携）

市民文化部
　生涯学習課
（門真市生涯スポー
ツ推進協議会）

19
門真市文化芸術推進審議
会

３月 大阪国際大学 学術文化教育センター 朝倉　洋 門真市文化芸術推進基本計画の内容の審議等を行った。
市民文化部
　生涯学習課

20
第五中学校地域学校協働
本部　国際交流体験授業

３月 大阪国際大学 地域協働センター 池田　寛之
第五中学校区地域協働推進委員が北巣本小学校で実施した国際交流体験
授業に、大阪国際大学の学生（留学生）に講師としてお越しいただいた。

市民文化部
　生涯学習課

16

13

門真市男女共同参画審議
会

門真市消費者安全確保地
域協議会

７月

通年

門真市男女共同参画審議会委員として、「第２次かどま男女共同参画プラ
ン」の推進状況及び「第３次かどま男女共同参画プラン」の推進状況の確認
方法について、専門的な立場からご意見をいただいた。

12 オープンファクトリー事業
市民文化部
　産業振興課

15
人権週間記念のつどい　ひ
と・愛・コンサート

12月
チラシを設置していただき、人権週間記念のつどい　ひと・愛・コンサート開催
を周知していただいた。

市民文化部
　人権市民相談課

市内郵便局及び枚方信用金庫が協議会の構成員となっており、会議、研修
会に参加していただいた。会議においては、特殊詐欺、消費者被害などにつ
いて、情報提供、情報交換を行った。「クーリングオフ制度」に関する理解を
深めていただくため、講演及びクイズ形式を取り入れた研修会を行った。窓
口やラックに特殊詐欺等のチラシを配架し、特殊詐欺等の周知・啓発にご協
力いただいた。
また、特殊詐欺や契約トラブルなどでお困りの市民がおられたら、消費生活
センターへつないでもらうなどの連携を行った。

市民文化部
　産業振興課
　消費生活センター

市民文化部
　産業振興課
　消費生活センター

17 社会教育委員 ５月～３月 年1回の社会教育委員会議を開催し、社会教育に関する意見を頂戴した。
市民文化部
　生涯学習課

14 消費生活相談事業 通年
消費者被害の未然防止のため、社用車・集配車に啓発マグネット貼り付けて
いただき、市民への注意喚起にご協力いただいた。

市民文化部
　人権市民相談課
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21
門真市立図書館協議会委
員

８月
３月

追手門学院大学 国際教養学部国際日本学科 湯浅　俊彦
門真市立図書館協議会委員として、図書館の運営について審議し、意見交
換や助言を頂いた。

市民文化部
　図書館

任期２年。湯浅教授は学識経
験者の委員として令和５年７
月１日から令和７年６月30日
まで委嘱している。

22
絵本の読み聞かせ事業（グ
リムプロジェクトとの連携）

1月 大阪樟蔭女子大学 くすのき地域協創センター 春木　智仁
大阪樟蔭女子大学グリムプロジェクトの学生と連携し、子どもを対象とした行
事「グリム絵本館がやってきた！～寒い冬を絵本で一緒に楽しもう！～」を図
書館本館にて実施した。

市民文化部
　図書館

23 絵本の読み聞かせ事業 ３月 大阪信愛学院大学 教育学部教育学科 谷原　舞
大阪信愛学院大学の学生と連携し、子どもを対象としたお話会「さいたよさい
たよ！おはなしの花」を図書館本館にて開催した。

市民文化部
　図書館

大阪国際大学 人間科学部スポーツ行動学科 新村　由恵

健康増進法・食育基本法に基づき、門真市健康増進計画・食育推進計画を
策定及び当該計画を推進するにあたり、市民一人ひとりが主体的かつ継続
的に健康づくりや食育に一体的に取り組むことができるよう、審議会委員のう
ちスポーツ・健康分野の学識経験者として必要な事項についての調査審議を
行っていただく。

大阪樟蔭女子大学
健康栄養学部
　健康栄養学科
　　公衆栄養学研究室

木村　明美

健康増進法・食育基本法に基づき、門真市健康増進計画・食育推進計画を
策定及び当該計画を推進するにあたり、市民一人ひとりが主体的かつ継続
的に健康づくりや食育に一体的に取り組むことができるよう、審議会委員のう
ち食育分野の学識経験者として必要な事項についての調査審議を行ってい
ただく。

25
救急医療情報キット配付事
業

通年 門真市内郵便局 ― ―

病気や災害時、救急隊が駆け付けた際に必要な医療情報を迅速に把握し適
切な対応をするための必要な情報を格納できる救急医療情報キットを来局
の皆様に啓発するため、チラシを郵便局の窓口に配架していただき啓発活
動にご協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

26 衛生関係事業 通年 門真市内郵便局 ― ―
市民への献血意識の普及向上、継続的かつ安定した献血者確保のため、郵
便局の窓口にポケットティッシュ及びチラシを配架していただき啓発活動にご
協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

27
障がい者（児）歯科診療事
業

通年 門真市内郵便局 ― ―
地域の歯科医院で治療が困難な障がい者（児）に対し、歯科診療の機会を確
保し、障がい者（児）の福祉の向上を図るため、チラシを郵便局の窓口に配
架していただき啓発活動にご協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

28
門真市健幸づくりプロジェク
トチームへの参加

随時 門真市内郵便局 ― ―
門真市健幸づくりプロジェクトチームの一員として、高齢者の健幸づくりに係
る総合調整、情報交換の促進及び協働体制の構築、高齢者への健幸づくり
の啓発等事業の企画及び実施への協力。

保健福祉部
　高齢福祉課

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

30
地域ケア会議（圏域ケア会
議）への参加

随時 門真市内郵便局 ― ―
地域包括ケアシステムの一員として、包括が開催する地域ケア会議（圏域ケ
ア会議）へ参加いただき、課題の共有、その解決策など話し合う。

保健福祉部
　高齢福祉課

31 高齢者見守り協定 通年 門真市内郵便局 ― ―
郵便局の通常業務内において高齢者の異変や支援の必要性などに気づい
た際に通報いただき、早期に必要な支援を行う。

保健福祉部
　高齢福祉課

32
門真市国民健康保険運営
協議会

２月 摂南大学 看護学部看護学科 小堀　栄子
門真市国民健康保険運営協議会委員として、保険料率や保険給付の内容
に関する事項等について意見を述べていただいた。

保健福祉部
　健康保険課

通年 認知症に関するパンフレットの配架やポスターの掲示を依頼している。
保健福祉部
　高齢福祉課

24
健康増進計画・食育推進計
画策定事業

５月～３月
保健福祉部
　健康増進課

29
認知症ケアパス等の周知・
配架
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5月 追手門学院大学 心理学部心理学科 益田　啓裕
子どもLOBBYにおけるキャリア教育イベントを実施。
「きみにもできる全集中！ストレスに負けない「呼吸」と「型」」

７月 田村 麻菜美

子どもLOBBYにおけるキャリア教育イベントを実施。
「ひらしんキッズ・マネースクール」

R5.11.25（土）開催の「ミライのシゴトEXPO」市制施行60周年記念事業でキャ
リア教育イベントを実施。
「キッズ・マネースクール」

７月～３月 猪飼　隆介
枚方信用金庫門真東支店に公民連携子どもの居場所「子どもTERRACE」を
設置。

11月 大阪国際大学

大阪国際大学短期大学部
　幼児保育学科
　
　栄養学科

北村　麻樹

能瀬　陽子

R5.11.25（土）開催の「ミライのシゴトEXPO」市制施行60周年記念事業でキャ
リア教育イベントを実施。
「各学科による体験型のクイズやお仕事紹介」

11月 住友生命保険相互会社 マーケット開発部 垣内　務
R5.11.25（土）開催の「ミライのシゴトEXPO」市制施行60周年記念事業でキャ
リア教育イベントを実施。
「親子でINBODY測定」

11月 門真市内郵便局 門真沖町郵便局 加納　勝美
R5.11.25（土）開催の「ミライのシゴトEXPO」市制施行60周年記念事業でキャ
リア教育イベントを実施。
「消しゴムハンコで年賀状作成」

12月 大阪樟蔭女子大学 児童教育学部児童教育学科 トニー　ミノティ
子どもLOBBYにおけるキャリア教育イベントを実施。
「英語で遊ぼう！学ぼう！～ネイティブの先生と大学生とみんなで楽しもう
～」

１月 大阪信愛学院大学 教育学部教育学科 村津　啓太
子どもLOBBYにおけるキャリア教育イベントを実施。
「理科の先生と一緒に実験を楽しもう」

34 子どもの未来応援事業 通年 摂南大学 教育部教育イノベーションセンター 水野　武
公民連携子どもの居場所「子どもLOBBY」を、学校や家庭とは違う第３の居
場所として活用し、子ども間のみならず大学生たちとの世代間交流を行って
いただいた。

こども部
　こども政策課

35 児童虐待に関する活動 通年 門真市内郵便局 門真月出郵便局 栗林　哲也

郵便窓口での児童虐待啓発グッズの配架およびポスターの掲示を実施。ま
た、オレンジリボンマグネットを郵便配送車へ貼っていただくことで、集配業務
を活用した周知啓発を行っていただいた。児童虐待防止と合わせて、里親制
度のポスター掲示等による周知啓発にもご協力をいただいた。

こども部
　子育て支援課

36
子育てイベント「わくわくラン
ド」実施事業

10月 大阪国際大学 短期大学部幼児保育学科 光本　論史

子育て政策の連携の一環として、大阪国際大学短期大学部幼児保育学科が
主催する子育てイベント「わくわくランド」を、令和５年10月21日に門真市立公
民館にて実施していただいた。
また、それに伴い、門真市ホームページや門真市公式LINEによる広報活動
を実施した。

こども部
　保育幼稚園課

37 大学の学習・研究拠点 通年 大阪国際大学 経営経済学部経済学科
早川　公
小竹森　晃

平成31年４月１日に大阪府より移管を受けた門真市営門真住宅の空室を利
用し、学生及び教員等による団地をテーマとした研究を行うための活動拠点
や入居者等との交流を行うため、門真団地みらいづくり研究所を設置し、授
業演習やゼミ等の活動を通じて、学生が団地に関わり、住民へのヒアリング
による団地内の課題調査や、住民との交流を図るためのイベントの企画など
を実施。

まちづくり部
　都市政策課

枚方信用金庫 地方創生推進部

こども部
　こども政策課

33 子どもの未来応援事業
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12月
１月

大阪国際大学 経営経済学部経済学科 小竹森　晃

（仮称）浜町みらい公園を整備するにあたり、地域の方々のご意見をいただく
ため市民ワークショップにおいて、ファシリテーターの補助として参加いただ
き、参加者の意見を引き出したり発表等を手伝っていただきました。学生の
参加者数は第１回13名、第２回10名でした。

12月
１月
３月

門真市内郵便局 門真月出郵便局 栗林　哲也
（仮称）浜町みらい公園を整備するにあたり、地域の方々のご意見をいただく
ため市民ワークショップを開催し、地域と深い関わりのある門真月出郵便局
からもご意見をいただいた。

39 門真市建築審査会委員
６月
７月
２月

摂南大学 理工学部住環境デザイン学科 稲地　秀介
門真市建築審査会委員として、建築基準法に規定する許可申請に係る同意
について、審議していただいた。

まちづくり部
　建築指導課

40 FAL実践
９月
10月

摂南大学 現代社会学部現代社会学科 中澤　芽衣

現代社会が抱えるアクチュアルな課題を学び、その解決方法を考え、提案で
きる力を育成するために、摂南大学の学生に対し計３回の出張授業を実施。
門真市の食品ロスをテーマにした授業を行い、参加した学生からは「食品ロ
ス削減」に向けたプレゼンを実施してもらった。

環境水道部
　環境政策課

大阪国際大学 地域協働センター 池田　寛之
ポスターのデザイン、おもちゃ交換会に関する受付等にご協力をいただい
た。

大阪樟蔭女子大学 くすのき地域協創センター 春木　智仁 エコキャンドルのワークショップ、キャンドル展示等にご協力いただいた。

枚方信用金庫
大和田支店

門真東支店

西山　泰章

玉置　康雄

門真市内郵便局 門真下馬伏郵便局 玉置　雄一

43 キッズサポーター 通年 枚方信用金庫 ― ―
登下校時における子どもの安全確保のため、車通りの多い交差点において
子どもの見守り活動を行っていただいた。

教育部
　教育総務課

枚方信用金庫 ― ―

門真市内郵便局 ― ―

大阪国際大学 国際教養学部国際観光学科 久保　由加里

追手門学院大学 国際学部国際学科

松宮　新吾
ロス　エリック　ミラー
原　めぐみ
ジェイコブ　リード

42
「キラッと！かどま2023」市
内統一清掃・清掃月間

９月

・市内統一清掃　市役所、門真市駅、古川橋駅周辺地域をグループに分か
れて清掃活動を実施
　参加人数　枚方信用金庫　門真東支店　2名　門真市内郵便局　4名
・清掃月間　各参加団体の事務所等周辺地域で清掃活動を実施
　参加人数　枚方信用金庫　大和田支店　7名　門真東支店　13名　門真市
内郵便局　26名

41

38
公園整備事業（（仮称）浜町
みらい公園整備事業）

まちづくり部
　道路公園課

通年

門真市と世界を舞台に活躍するグローカルな人材を育成するため、中学生
英語プレゼンテーションコンテストを開催するとともに、中学生海外派遣研修
を実施している。
【英語プレゼンテーションコンテスト】
2次審査・コンテスト本番に向けた事前研修の講師や指導者として、松宮教授
はじめ原講師や多くの追手門学院大学生にご協力いただいた。また、コンテ
スト本番には松宮教授と久保教授に審査員、ミラー教授と原講師に質問者と
して参加いただいただけでなく、追手門学院大学の学生にはコンテスト司会
や各種スタッフとしてご協力いただいた。
【海外派遣研修事業者選定委員会】
コンテスト入賞者が、より実りある研修に参加できるよう、またコロナ対策も含
めて安全・安心に研修を進めらるよう、専門的な見地から事業者の選定に関
わっていただいた。【コンテスト奨励賞受賞者に対する英語体験学習】コンテ
スト奨励賞受賞者が追手門学院大学の総持寺キャンパスを訪問し、大学生
や留学生が企画・運営するゲーム・ダンス・文化体験などをとおした英語体験
学習に参加させていただいた。
【コンテスト奨励賞受賞者等に対する英語体験学習】
コンテスト奨励賞受賞者が追手門学院大学の総持寺キャンパスを訪問し、大
学生や留学生が企画・運営するゲーム・ダンス・文化体験などをとおした英語
体験学習に参加させていただいた。
令和５年度は対象をこれまでの奨励賞受賞者に加え海外派遣研修性にも拡
充し、事業の充実を図った。

７月

環境水道部
　環境政策課

環境水道部
　環境政策課

44 こども１１０番 通年
子どもが不審者に追いかけらるなどのトラブルに巻き込まれそうになった時
に、助けを求めて駆け込むことができるよう、店舗に小旗等を掲げていただ
いた。

教育部
　教育総務課

45 めざせ世界へはばたけ事業
教育部
　学校教育課

かどまゼロ・カーボンＤＡＹ
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46 部活動地域移行検討事業 ５月 大阪国際大学

副学長

地域協働センター

課外教育センター

伊藤　省二

冨加見　隆

春田　政幸
馬場　満

門真市における部活動指導員制度を学生に周知してもらった。
部活動指導に興味のある学生、専門的に競技に携わる学生、教職に興味の
ある学生等に直接声をかけ、門真市ＨＰより部活動指導員登録フォームに登
録してもらった。

教育部
　学校教育課

47
キャリア教育の一環としての
大学体験事業

12月 大阪国際大学 ― ―

門真はすはな中学生が、大阪国際学園を訪問し、キャンパスの見学や様々
な体験をさせていただくことで、生徒一人ひとりの進路・進学への意識や学習
への意欲を高めるができた。後日、生徒一人ひとりが体験したこと、学んだこ
となどを新聞という形で作成し、校内に掲示した。

教育部
　学校教育課

大阪国際大学 地域協働センター 池田　寛之

摂南大学 研究支援・社会連携センター 余田　勝彦

※大学の学部や企業、事業所等の組織名称は令和５年度時点の名称としています。

48
若者に期日前投票 投票立
会人への協力

４月
期日前投票所の適切な執行のため、投票管理者とともに投票立会人として、
投票所内の秩序維持に必要な対応や助言をしていただいた。

行政委員会事務局


